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エネルギー変換機の代表である電気モーターは種類や環境を問わず，いたるところで用いられ，

日常生活に欠かすことのできないデバイスとなっている．このモーターが一度故障などで，利用

できなくなると日常生活に大きな支障をきたす．モーターが故障に至る以前に予測することがで

きれば，安全に迅速な対応が可能となり，快適な日常生活を送ることが可能となる．これまでに

モーターの故障解析や故障予測はとても多く取り組まれている 1，2)．モーターから発生した音や

振動，また，電流値を解析することによって進められている．そこで，我々は音響情報ならびに

熱情報を用いて，モーターの故障予測に取り組んでいる．本発表では小型 DC モーターを用いて

進めている実験について報告する．実験系を図 1 に示す．小型 DC モーターはマブチモータ社製

（RE-140RA）を用いた．音響情報は SODIAL 社のマイクロホンを PC に接続し，測定を行った．

また，熱情報は K 型熱電対をデジタルマルチメータ，PC に接続し，測定を行った．故障要因の

一つである過電圧に着目し，過電圧をモーターにかけた場合とそうでない場合について測定した．

音響情報ならびに熱情報の測定に成功し，過電圧の影響が確認された．今後は，これらのデータ

ーを詳細に検討するとともに，過電圧以外の故障要因についても進めていく予定である． 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 測定系概略図 
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